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1　私が、栗林先生に初めてお会いしたのは、今から22年前、1993年、秋のこと
でした。旧東ドイツのライプッヒで、10年に一度行われる、日独教会協議会が
開催された時、日本側代表団の一人として、栗林先生に協議会での講演をお願
いし、参加していただいた時のことでした。当時、私は東京にある日本キリス
ト教協議会（NCC）で仕事をしており、日独教会協議会の日本側の世話役、事
務局を担当しておりました。栗林先生は、この会議の2年前、1991年に、先生の
博士論文をベースにした「荊冠の神学」を出版され、新進、気鋭の神学者とし
て、そのお名前はキリスト教の世界でもよく知られておりました。ライプッヒ
での会議で、栗林先生は、この「荊冠の神学」の主題を基に、「荊冠の新たな神
学知に向けて」という題で講演され、日本における少数者への差別を旧約聖書
「出エジプト記」の「解放」という出来事、その実践（プラキシス）という視点
から分析され、現代教会の任務は、犠牲となっている少数者たちの「出エジプ
トの解放の希望」を継承し、教会が再び、イエス・キリストの 荊冠、「いばらの
冠」をかぶらねばならないと、教会の果たすべき実践を強調されました。ドイ
ツ側の発表、講演が神学の理論、テーゼ、概念規定が中心でしたので、栗林先
生の講演は「現場の神学」として、参加者一同の「目からウロコが落ちる」体
験であったことを覚えています。この講演以降、ご本人は多分、知らなかった
と思いますが、私は、栗林先生の、大ファンになってしまいました。当時、す
でに四国学院から移られ、関学の教員をされておりましたので、東京でお会い
する機会は少なかったのですが、先生が書かれた沢山の本や雑誌への論文は必
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2ず読ませていただき、大変勉強になり、尊敬する先生となりました。当時から
栗林先生のお名前は、世界各国のキリスト教関係者にもよく知られておりました。
米国で教えておられた、私の恩師であるC・Sソン先生や、アジア・キリスト教
協議会（CCA）の総幹事をされていたアンジェー・ウオン先生からも、栗林先
生の書かれた「荊冠の神学」について、機会あるごとに、尋ねられました。そ
の後も、私が担当をしていた、エキュメニカルな国際会議にお誘いをしましたが、
ガンを患われた、2003年以降は、お仕事を限定されたのか、海外での会議には、
あまり出席なさらなかったようでした。
  栗林先生との第2番目の出会いは、私が関学の教員として赴任してきた、2008
年のことでした。その年、先生は、RCC、「キリスト教と文化研究センター」
のセンター長をされておりました。当時、センターの研究成果として、翌年、
2009年に出版された、「キリスト教平和学事典」の編集が最終段階を迎えており、
監修をされた栗林先生は、この作業に集中されておりました。先生の学問を追
究する態度もそうでしたが、全て余分なことは、そぎ落とし、編集作業という
一点に集中する、集中力は、卓越していました。完成した「キリスト教平和学
事典」は、学内外の執筆者86名が、144項目に亘り解説し、625ページに及ぶ大
作となりました。平和学へのキリスト教の視点からの貢献として出版後、学内
外から高く評価された事典となりました。先生はまた、センターの紀要にあた
る、「キリスト教と文化研究」に一昨年度まで、毎年のように寄稿され、しかも
長文の論文を発表されていました。最近は「原発とテクノロジーの神学」、「原
発と田中正造の環境／技術の神学」を表し、1991年の「荊冠の神学」以来、「少
数者や弱くされた犠牲者、小さき者」の視点から「ぶれる」ことなく、学究者
としてのインテグリティ、一貫性を大切にされました。栗林先生はセンター長
を1998年度に一度、2005年度から2009年度まで長期に2度、その重責を担われま
したことを感謝したいと思います。
　最後に、個人的な思い出を一つ、短くご紹介したいと思います。2013年の秋
頃、栗林先生が立ち上げに関わられた、「キリスト教と文化研究センター」の共
同研究プロジェクト、「ミナト神戸に宗教多元主義を探る―〈海のシルクロード〉
3の文化と宗教的共生」の一環で宗教施設を訪問するフィールドスタディがあり
ました。三宮の北野町で宗教施設を訪問した後、帰り道に、二人で喫茶店に行
こうということになり、お話しをする機会がありました。栗林先生は、研究会
などでも弁舌は鋭く、学生たちにも授業では厳しくされていたようですが、キャ
ンパスの道ばたで会話をする時や、食事会、飲み会に行くと、大変気さくに、
やさしく、率直に、お話しする方でした。特に、私は、先生の「江戸っ子」を
思い起こさせる、東京下町の語り口と、手のジェスチャーが大好きでした。こ
の時も、何かの話のつながりでお互いの家庭の話しになった時、栗林先生が、「僕
と山本さんとの間には、一つだけ国際結婚という共通点があるよね」と切り出
されました。「僕の嫁さんはドイツ人、山本さんの嫁さんはアメリカ人、引退後
はアメリカで生活する予定？」、と尋ねられました。私は、「まだ先のことなので、
未定ですね」とお答えし、「先生の方が先にリタイヤしますけど、先生たちはド
イツに行かれるのですか？」とお聞きすると、栗林先生は、「いや、うちの嫁さ
んは、日本が好きなので、日本に住むと思うよ」と言われ、その後、少し間を
置いてニッコリと微笑まれたのが、印象的でした。サビナさんとの引退後の生
活を、きっと楽しみにされていたのではないかなと、その時、思いました。
　先日、サビナさんからご連絡があり、栗林先生の研究室にある書籍を見に伺
いました。数多くあった蔵書はかなり整理されていましたが、本棚が研究室に
縦横無尽といえるほど、ところ狭しに、配列されている状況はそのままでした。
本棚のためにドアの開閉による入退室は１名がやっとで、以前に消防署から注
意されたとの話を思い出しました。残された書籍を散見すると、外国語で書か
れた書籍を含めて、神学書のみならず、政治学、社会学、文学など多様なジャ
ンルの本が並んでいることに、改めて驚かされました。中でも、私の目を引い
たのは、1960年代に思想の科学研究会が編纂した共同研究「転向」の三巻本があっ
たことでした。この共同研究「転向」は、私が大学学部時代に学んだ政治学の
ゼミの課題図書の一つで、戦前に自由や平和を唱えていた知識人たちが、なぜ
戦争に反対しなかったのかを解明する労作でした。鶴見俊輔が中心に編纂し、
ゼミの先生であった高畠通敏先生も分担執筆されていました。学生時代に読ん
4だ記憶はあるものの、この三巻本を所有していないことに気づきました。上巻
を手に取って開いて見ると、栗林先生の自筆のメモや下線が数多く記されてい
ました。サビネさんに許可をいただき、この「転向」研究三巻をいただきました。
新しい戦前を想起させるような現在の日本の政治状況について、「転向」を題材
に栗林先生とお話ができないのが残念です。
　数年前に、アメリカで知人の葬儀に出席した時、式次第の表題には、葬儀、
告別式という英語ではなく、“Celebration of Life”と書かれていました。「その
人の人生をお祝いする」式という意味だろうと思います。私たちは、栗林先生
が天国に旅立たれ、寂しい気持、残念な思いになりますが、私たちに神から与
えられた栗林先生の命とその働きを、同時代を生きる私たちが、分かち合うこ
とができたことを、共に祝いたいと思います。栗林先生、ありがとうございま
した。
